平成24年度　第６回理事会議事録

開催日時：平成24年 11月 11日（日）　　16:50～18:00，19:00〜19:10

開催場所：小郡第一総合病院　3階会議室

出席者（理事）：山内秀一　伊藤　弘　三輪光良　大田則彦　金谷浩三　小田真一郎　齋藤康博

吉永憲正　新町浩太郎　堀　健司　蔵永紀靖　林　忠正　丹羽英彰

渡邊征二　池田隆志　増矢勝史　内藤貴之

出席者（監事）：齋藤右司

欠席者： 村田良典　兼廣敦子　高山裕健
　以上、定款第33条の規定により理事の過半数の出席で理事会は成立。会長 山内秀一が議長となり、定款第34条に基づく出席者の中より、議事録作成人として渡邊征二理事、議事録署名人として 新町浩太郎理事、 堀健司理事を選出した後、次の議案を付議した。
議題１　名誉会員の推薦について

　●宇津見博基会員を名誉会員候補者として推薦

　●次回の総会で審議

山内会長：どなたか推薦される方はおられるか。

（意見なし）

山内会長：私からは、宇津見博基会員を推薦させて頂きたい。同氏は現在の事務所ができるまで、病院業務の傍ら技師会事務局の仕事を担当していた方である。広島大学（歯学部附属病院）へ技師長として赴任後再び山口に戻られたという経緯があるが、現在まで当会の会員であり、叙勲も受けられている。大変苦労されてきた方なので、是非推薦したい。

ここで承認が得られれば、次の総会で審議に掛けたいと思うが如何だろうか。

（全員一致で承認）

議題２　中四国会長会議のスタッフ決定について

　●開催日時：2013年6月15日（土）　15時〜

　●開催場所：海峡メッセ下関　8階　803会議室

　●スタッフ：山内、伊藤、三輪、齋藤(康)、小田、高山、増矢

　●放友会費：放友会担当スタッフ分は技師会で負担

山内会長：2013年に中四国放射線医療技術フォーラム（CSFRT）が山口県で開催する事になっているが、CSFRTの開催県に於いては、会場の視察および中四国会長会議を必ず実施しなければならない。また、放友会（中四国技師会長および会長OBの交流会）も開催されるので、これらのスタッフを決定したい。会長、伊藤副会長（CSFRT副準備委員長）、三輪副会長、齋藤常任理事
（議事録作成等）、小田常任理事の他、（下関での開催となるので）下関地域の増矢理事と高山監事にも入って頂き、計７名のスタッフとしたいが、いかがか。

（全員一致で承認）

増矢理事：開催日を確認したい。

山内会長：6月15日（土）に海峡メッセ下関の803会議室を予約しており、会議は15時からの予定である。また、会議終了後の懇親会も行う。
山内会長： 放友会では恒例の行事としてゴルフを行っている。参加費は自費であるが、開催県はそのお世話をしなければない都合上、担当者の必要経費は山口県診療放射線技師会より支出して頂きたい。なお担当者は小田常任理事にお願いしたい。（全員一致で承認）
小田常任理事：ゴルフは当日行うのか。それとも次の日か。

山内会長：。通常当日行っている、ただ、参加者は前日入りの可能性もあるので、宿泊の手配が必要になるかもしれない。その点も含め、全てお任せしたいがよろしいか。

小田常任理事：何とかなると思う。

議題３　日本医療マネジメント学会 第12回九州･山口連合大会 からの後援依頼について

　●第12回 九州・山口連合大会（平成25年10月11日・12日、下関で開催）に限り後援する

　●助成の依頼が発生した場合は3万円を限度として助成金を出す

山内会長：日本医療マネジメント学会（第12回九州・山口連合大会）からの後援依頼で、会長を務める関門医療センターの病院長より、同施設の技師長経由で当会に連絡があった。

資料（別紙）を見て頂けると分かるが、診療放射線技師にも関係する学会であるので後援してもよいと考えるが、如何だろうか。

伊藤副会長：一口いくら、というような後援料は発生するか。

山内会長：資料にそのような記載はない。

林理事：『後援名義の使用許可を頂きたい』と記載されている。

山内会長：私は “名義使用だけ” と理解している。

林理事：私もそう思う。

山内会長：ただ、準備委員としての協力依頼を受けた日本公衆衛生学会総会（10月24〜26日に開催済み）では、後に「助成を貰えないか」という話が来たため、理事会に諮り3万円の助成金を出した経緯がある。それを考えると、後で助成の依頼が来る可能性は否定できない。

では、助成金（限度額3万円）を出す可能性がある事も含めて採決をとりたい。

吉永常任理事：今回だけの後援なのか。それとも、今後も継続する後援なのか。

三輪副会長： 連合大会かどうかは不明だが、日本医療マネジメント学会は県内で毎年開催されている。ただ、後援依頼は今回が初めてである。

山内会長：今回だけの後援と考える。必要ならば関門医療センターの技師長に問い合わせるが。

伊藤副会長：『今大会へのご後援名義の使用』と記載されているので今回だけではないのか。

山内会長：今回に限っての後援という事で（助成金発生の可能性も含めて）採決をとる。

（全員一致で承認）

議題４　平成25年度運動競技大会種目について

　●ソフトバレーボールに決定

齋藤常任理事：現在、運動競技大会ではソフトバレーボールを行っているが、会員から「ソフトボールも検討して欲しい」との意見があったため、各地域会員の意見を集約し来年度の競技種目を決定したい。各理事には事前に意見の集約をお願いしているので、状況報告をお願いしたい。

増矢理事：開催地が遠いため、現在横のつながりが無い下関ではソフトバレーボールの６名を集めるのが精一杯である。ソフトボールでは天候に左右される上、女性の参加も難しく現状に合わない。

新町理事：ソフトボールをしたいという意見もあるが、天候に左右されやすい点が最も問題である。一方、ソフトバレーボールは女性も参加しやすいし、予定日に必ず開催できる。

堀理事：最も意見が多いのはソフトバレーボールだが、ボウリングやフットサルという意見もある。女性が増えてきているので、女性も参加しやすいソフトバレーボールやボウリングが妥当ではないか。

内藤理事：色々意見は出たが、ソフトバレーボールのままで良いという意見が最も多かった。

池田理事：やりたい種目としてはソフトボールが最も多かったが、天候に左右される点等を考慮すれば室内競技のソフトバレーボールで良いとの意見であった。

蔵永理事：ソフトバレーボールという意見が殆どであった。

林理事：過去、ソフトボールからソフトバレーボールに種目が変わった経緯を考えれば、ソフトバレーボールでよいと思う。少なくとも、確実に開催できるインドアの種目が良い。

山内会長：ソフトボールかソフトバレーボールかで採決を採る。

（全員一致でソフトバレーボールに決定）

議題５　JART代議員選出選挙の実施について

　●代議員候補者4名以上、補欠代議員候補者2名以上で選挙実施

　●選挙実施日時：3月3日 12時50分〜13時（13時より春期講習会）

　●投票用紙の事前配布はせず、講習会受付時に会員に直接手渡す

　●現・選挙管理委員会のメンバーが選挙管理委員を務める

山内会長：JARTの公益法人移行に伴い、代議員の選出が全会員を対象とした選挙制となった。ただし、代議員は都道府県地区単位で選挙を実施し、選出することになっている。山口県の代議員選出数は3名（会員150名ごとに代議員1名）であり、代議員は年1回開催される代議員会議に出席の上、議事録を本会に提出して頂くことになる。現在、会長・副会長（2人）の3名が代議員に立候補する考えであるが、他に立候補者が出れば選挙を実施する必要がある。尚、選挙の方法は各都道府県地区に一任となっている。

伊藤副会長：代議員選挙の告示は2012年12月1日で、JART会誌（12月号）に掲載される。立候補受付期間は2012年12月1日から12月28日17時迄で、JART会誌（3月号）に候補者名が掲載される。選挙実施日は2013年3月1日から3月31日迄で、選挙結果はJART会誌（5月号）に掲載される。（全て11月11日現在の情報）

私からの提案であるが、2013年1月25日に「放射線やまぐち」が発行されるので、候補者が4名以上の場合のみ投票用紙を挟み込んで発送し、定期講習会が開催される3月3日に選挙を実施してはどうか。ただし、講習会に出席できない会員分の集票も検討しなければならないが。

吉永常任理事：「放射線やまぐち」は職場宛に届くため、（極端な例ではあるが）１人で複数の投票用紙に記入できてしまう。個人宛に届く学会誌等と異なり、1人1票の原則が崩れる可能性もあるが公益法人の選挙手法として問題はないのか。JART会誌に投票用紙を挟み込んで個人宛に送付するべきではないのか。

山内会長：本来はそうであるが、JARTが代議員選出選挙に関する全てを（投票用紙の配布方法も含めて）各都道府県に一任しているため、JART会誌に投票用紙を挟み込む方法は難しいので別の方法があれば考えて頂きたい。
増矢理事：必ず全員が投票しなければならないのか。

伊藤副会長：投票しない者は棄権という扱いになる。

増矢理事：それで問題がないのであれば、講習会出席者のみの投票で良いのではないか。

小田常任理事：講習会への出席案内をしっかりと行う必要がある。

山内会長：選挙を実施する旨を周知しておけば、講習会での投票のみで良いのではないか。

吉永常任理事：欠席者を棄権扱いとする事は公益法人JARTとして問題ないのか。

三輪副会長：講習会に出席できない会員に期日前投票（地域理事に投票用紙を提出）してもらってはどうか。

増矢理事：無記名投票であれば、期日前投票の窓口となる地域理事が不正を働いても分からないのではないか。

大田常任理事：そもそも期日前投票は認められるのか。

吉永常任理事：全会員に投票の機会を与える必要があるのではないか。

三輪副会長：業務の都合で講習会に出席できない会員は必ずいると思われる。

林理事：総会の役員選挙でも期日前投票を行った。公平性を考えれば期日前投票を行う必要はあるかも知れない。

増矢理事：地域理事に提出するよりも郵送する方が良いと考える会員もいるのではないか。

金谷常任理事：本会事務所に郵送してもらうのはどうか。

山内会長：郵送となれば、全会員（約460名）の郵送料・郵送手段を準備する必要があると思うが、現実的ではない。

吉永常任理事：往復ハガキ（一通100円）を利用してはどうか。

山内会長：ハガキを投票用紙として使うのは如何かと思うが、利用するならば 宛名（全会員宛）作成をする必要がある。

小田常任理事：「放射線やまぐち」に投票用紙を挟むならば、切手貼付済みの郵送用封筒も同封しておかなければ公正とは言えない。ただ、約460名分の切手貼付作業・封筒宛名（本会宛）印刷・会誌への封筒挟み込み作業は全て手作業となる。また、投票用紙を挟む場合は会誌作成費用が増えることも申し添えておく。

伊藤副会長：（公正性を重視するなら）講習会での投票だけで良いのではないか。

山内会長：準備にかかる経費や労力を考慮しても、それが妥当と考える。投票用紙の挟み込みはどうするか。

金谷常任理事：持参し忘れる可能性がある。講習会当日の配布でよいのではないか。

堀理事：配布方法はどうするか。

金谷常任理事：出席者受付時に会員か非会員かを確認し、会員のみに投票用紙を渡せばよい。

吉永常任理事：選挙は講習会の前か、それとも後か。

伊藤副会長：講習会前に投票、講習会中に開票・集計でどうか。

吉永常任理事：12時50分から投票、13時から講習会、13時以降は投票できないものとする。

林理事：選挙管理委員はどうするのか。

丹羽理事：選挙管理委員の任期が残っているのではないか。

金谷常任理事：本会の役員選挙における選挙管理委員なので、JARTの選挙とは無関係である。

吉永常任理事：別の選挙管理委員を選定しなくても良いのではないか。

山内会長：現・選挙管理委員会の方々にお願いしたい。

齋藤常任理事：補欠代議員を1名選出しなければならないが、どうするか。

山内会長：理事・補欠代議員の選挙も同様に行うこととする。
（全員一致で承認）

報告事項１　表彰委員会報告

　●学術功労賞：高山裕健会員

　●学術奨励賞：上原拓也会員

金谷常任理事：推薦があったのは山内会長からの2名だけであったので、表彰委員会で検討した結果、高山裕健会員（学術功労賞）と上原拓也会員（学術奨励賞）の2名を推薦する事となった。今後は各地域から推薦者を出せるよう、特に新人技師の学術発表等を活性化させて頂きたい。

山内会長：学術奨励賞は故・大塚昭義氏の寄付金を基に山口県の学術活性化を目的として新設された賞（規程はWebサイト参照）なので、1人でも多くの方に受けて頂きたい。

報告事項２　一般社団法人移行後の事務処理説明会報告

　●一般社団法人移行に伴い、今後は収益事業に対して法人税がかかる（県と市へ納入）

　●胃がん部会・乳がん部会への助成金は非課税

山内会長：一般社団法人になると県の関与が少なくなり法人自体の責任が重くなるため、諸規程もきっちりと作っておかなければならない、という趣旨の話であった。当会の諸規程は改定したばかりであり、今すぐにとはいかないが、もう一度見直す必要もあるかと考える。また、一般社団法人は県と市に法人税（法人税法上の収益事業への課税）を納めなければならないため、手続を行った。市に5万円、県に2万1千円を納入する予定である。法人税の滞納は追徴課税の対象となるので、確実に処理していかなければならない。尚、胃がん部会と乳がん部会への助成金に関しては非課税との事である。

報告事項３　CSFRT2012 愛媛 視察報告

　●報告内容は別紙参照

　●CSFRT2013は山口県で開催（11月16・17日）

　各担当責任者を早急に決定する

山内会長：CSFRT2012 愛媛 視察報告は別紙を参照して頂きたい。来年の山口県での開催に向けて既に決定している大会長、準備委員長、副準備委員長以外の担当責任者を早急に決めていかなければならない。理事の皆さんにはできるだけお手伝い頂きたい。また、各研究会（CT・MR・RI）の方々や下関の方々にもお手伝い頂きたいと考えている。

金谷常任理事：開催日を確認したい。

山内会長：2013年11月16・17日である。

金谷常任理事：開催までの会議の日程等は決まっているのか。

山内会長：まだ決まっていない。連絡を密にしなければならないので、各担当責任者が決定するまで待って頂きたい。

報告事項４　やまぐち元気フェア 開催報告

　●フェア参加者：1,500名

　●女性スタッフが頑張った印象

　●骨密度測定は実施した方が良いと感じた

新町理事：2012年10月14日に『ルネッサながと』で開催され、参加者は1,500名であった。前日準備およびフェア当日にご協力頂いた皆さんに感謝申し上げる。今回は山口県予防保健協会が当会の正面のブースで骨密度測定を実施することが事前に分かっていたため、当会ブースでの骨密度測定は中止とした。しかし、無料で検査（骨密度測定や体力測定など）ができて結果も貰える、という類のブースに人が集まっていたようにも感じたので、骨密度測定を実施した方が測定待ちの時間を展示物の説明に利用する事もでき、集客も良かったのではないか、と考える。

当会のブースに関しては女性スタッフが頑張った、という感じであった。

報告事項５　第33回 親睦球技大会 開催報告

　●別紙参照

蔵永理事：参加人数、経費、反省点を記載した報告書を作成したのでご参照頂きたい。

以上の決議を明確にするため、この議事録を作り、定款第34条に基づき、会長及び監事並びに議事録署名人がこれに記名押印する。
　　　　　一般社団法人山口県診療放射線技師会　平成24年度　第６回理事会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口県診療放射線技師会会長　　山内　秀一

代表議事録署名人　　　　

理事　新町浩太郎
理事　堀　　健司　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監事　齋藤　右司
